










A 県において、昭和 55 年～60年度の 6年間に検屍・検案の対象となった5才以下の乳幼児

急死例 154 件について、A 県警本部の協力を得て、この資料を作成した。この資料では溺

死、交通事故、他殺などは除外し、 

(1)SIDS、またはその疑いのあるもの 

(2)病死(間質性肺炎など) 

(3)鼻・口等の外気道閉塞による窒息死 

(4)乳汁吸引による窒息死 

と記載された案件のみをとりあげることにした。というのは、(1)、(2)、(3)、(4)相互間

の鑑別は、検屍・検案上の立場からは勿論、班研究の趣旨から考えても重要ではないかと

判断されるからである。 

現実には、(1)を(2)に、あるいは(2)を(1)に間違って判断するおそれもあると考えられる

が、それよりもむしろ、仮りに(1)や(2)を(3)または(4)に、その反対に(3)や(4)を(1)また

は(2)に間違って判断するとすれば、事は極めて重大であり、当該案件の刑法、民法上の取

扱いに大きな差異を生じてくることになる。 

かかる観点から、この資料を作成し、今後の検案実務並びに研究の参考にしたいと考えた

次第である。 


